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令
和
三
年
度
総
会
開
催 

  

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
三
年
度

総
会
が
、
去
る
五
月
二
一
日
に
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
石
垣

島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
参
加
人
数
を
絞
り
、
出

席
者
は
二
六
名
、
委
任
状
二
三
二
名
で
全
員
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
万
全
の
感
染
対
策
を
実
施
し
て
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
大
松
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
中
山
石

垣
市
長
、
平
良
石
垣
市
議
会
議
長
に
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
議
長
に
平
地
正
さ
ん
を
選
任
し
た
後
、
古
謝
事

務
局
長
の
事
業
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

◎ 

中
山
市
長
祝
辞 

 

本
日
、「
公
益
社
団
法
人 

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
令
和
三
年
度
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
よ
り
、
石
垣
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

貴
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
四
年
の
設
立
以
来
、
高
齢

者
の
健
康
で
生
き
甲
斐
の
あ
る
生
活
実
現
と
地
域
社

会
に
お
け
る
福
祉
の
向
上
及
び
活
性
化
に
貢
献
す
る

こ
と
で
、
会
員
数
も
三
八
〇
名
を
数
え
、
令
和
二
年

度
の
受
注
契
約
額
も
一
億
四
千
五
百
万
円
を
超
え
る

な
ど
着
実
に
発
展
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 

大
松
安
元 
理
事
長
を
は
じ
め
、
役
員
、
会
員
の

皆
さ
ま
方
の
取
り
組
み
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
「
南
ぬ
島
石
垣
空
港
」
が
開
港
し
て
八
年
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
関
係
者
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
、

団
体
等
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
入
域
観
光
客
数
は
令
和

元
年
度
に
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
一
、
四
七
一
万
人

台
を
記
録
し
、
石
垣
市
全
体
が
活
性
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
入
域
観
光
客
数
も
六

四
万
人
台
ま
で
に
大
き
く
落
ち
込
み
経
済
が
危
機
的 

 
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 

自
主 

社
会
の
受
け
手
で
は
な
く
、
社 

会
の
担
い
手
と
し
て 

 

自
立 

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
自
発
的
に 

参
加
し
て
い
く
こ
と 

 

共
働 

会
員
み
ん
な
が
、
お
互
い
に
手 

 
 
 

を
携
え
て 

 

共
助 

共
に
助
け
合
っ
て
働
く
こ
と 

 

「
み
ん
な
で
覚
え
て
お
こ
う
ね
♪
」 

 

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た

ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
働

け
る
っ
て
よ
～
」「
地
域
の
た
め
に
も
働

け
る
っ
て
よ
～
」「
新
た
な
挑
戦
が
毎
日

の
喜
び
～
」 

 

行
っ
て
み
よ
う
～
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 

「
石
垣
市
に
お
住
ま
い
の
六
〇
歳
以
上

の
方
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。」 

 

サ
ン
サ
ン
ラ
ジ
オ
で
流
れ
る
ヨ
～ 
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な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

景
気
の
回
復
を
図
り
、
活
力
あ
る
街
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
為
に
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
が
必
要
不
可

欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
、
技
術
や
知
識
、
又
は
経
験
等
を
大
い
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
尚
一
層
、
お
力
添
え
を
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
石
垣
市
で
は
六
五
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

早
め
の
予
約
・
接
種
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
を
乗
り
越
え
、
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
設
立
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
自
主
・

自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
も
と
、
益
々
、
発
展
充
実

さ
れ
ま
す
と
共
に
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

◎ 

平
良
市
議
会
議
長
挨
拶 

 

皆
様
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
只
今
ご
紹
介
を
い

た
だ
き
ま
し
た
、
石
垣
市
議
会
で
議
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
平
良
秀
之
と
申
し
ま
す
。
本
日

は
皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の
通
り
、
石
垣
市
で
コ
ロ
ナ
の

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
な
か
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
感
染
予
防
の
観
点
か

ら
大
変
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
今
日
、

参
加
し
た
皆
さ
ま
も
一
人
一
人
が
気
を
付
け
て
の
ご

参
加
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

今
日
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
を
お
許
し
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
始
め
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
の
皆
様
に
は
、
お
仕
事
を
通
さ
れ
ま

し
て
地
域
社
会
そ
し
て
近
隣
の
皆
様
含
め
て
多
く
の

方
々
に
、
地
域
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を

ま
ず
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
感
染
は
や
は
り
密
集
で
あ
っ
た
り
、
三
密
、
人

の
移
動
に
よ
っ
て
感
染
が
拡
大
す
る
こ
と
も
あ
り
、

行
動
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
く
て
多
く
の
影
響
、
経

済
的
な
打
撃
も
受
け
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
資
料
を

先
ほ
ど
目
を
通
し
ま
し
た
ら
、
皆
様
の
収
益
に
お
い

て
も
前
年
比
七
七
〇
万
を
超
え
る
減
収
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
お
話
だ
け
だ
と
暗
い
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
ひ

と
つ
調
べ
て
き
た
こ
と
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
発
表
に
な
っ
て

い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
定
年
を
迎
え
て

働
く
こ
と
、
地
域
と
繋
が
る
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
良

い
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
事
、
そ
の
中
の
一
つ
が
、

い
ま
社
会
的
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
認
知
症
に

も
関
係
す
る
と
い
う
事
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
社

会
に
繋
が
る
こ
と
、
人
と
交
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
認

知
症
を
予
防
す
る
効
果
が
大
き
い
と
い
う
事
を
発
表

し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
一
人
一
人
が

様
々
な
理
由
で
こ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登

録
を
さ
れ
、
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
日
頃
か
ら
体
を
動
か
す
、
そ
れ
に
よ

っ
て
収
入
を
得
る
喜
び
以
外
に
も
一
人
一
人
に
健
康

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
研
究
の
発

表
に
な
っ
て
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
も

一
つ
の
喜
び
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

む
す
び
に
な
り
ま
す
が
、
大
松
理
事
長
を
中
心
に

職
員
の
皆
様
は
安
全
に
も
配
慮
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
三
八
〇
名
の
皆
様
と
共
に
協
力
を
し
な
が
ら
こ
れ

か
ら
の
石
垣
市
づ
く
り
に
是
非
と
も
ま
た
お
力
添
え

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
お
一
人
お
一

人
の
皆
様
の
健
康
と
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
市
議
会
を
代
表
し
て
の
あ
い
さ
つ

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

◎ 

令
和
二
年
度
事
業
報
告 

 

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
の
就

業
機
会
の
拡
大
を
図
り
健
康
や
新
た
な
生
き
が
い
と

活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
事
業
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
人
口
が
減
少
す
る
中
に
お

い
て
、
高
齢
者
に
対
す
る
生
活
援
助
や
人
手
不
足
分

野
等
に
お
け
る
会
員
の
就
業
を
通
し
て
、
シ
ル
バ
ー
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人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
当
セ
ン
タ
ー
は
安
定
的
な
財

政
・
事
業
運
営
を
図
る
べ
く
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
指

針
と
し
て
平
成
三
十
年
度
に
策
定
し
た
「
第
三
次
中

期
事
業
計
画
（
平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
）
」

及
び
「
令
和
二
年
度
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、「
会
員 

拡
大
」
・
「
就
業
拡
大
」
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組

み
、
派
遣
事
業
の
開
拓
、
就
業
会
員
の
確
保
を
図
り

ま
し
た
が
、
令
和
二
年
度
、
沖
縄
県
は
も
と
よ
り
石

垣
市
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
蔓

延
し
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
中
、
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
請
負
契
約
金
額
は
、
昨
年
順
調
な
伸

び
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
対
前
年
度
比

七
、
七
四
九
、
三
九
五
円
減
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
に
よ
る
民
間
施
設
の
閉
館
や
休
業
な
ど
の
影

響
が
主
な
要
因
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
労

働
者
派
遣
事
業
が
四
、
四
一
六
、
〇
一
五
円
と
顕
著

な
実
績
を
上
げ
ま
し
た
。 

一
方
安
全
就
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
安
全

管
理
委
員
会
と
安
全
適
正
就
業
推
進
員
が
中
心
と
な

り
、
毎
月
一
回
の
安
全
集
会
を
開
催
し
、
事
故
が
発

生
し
た
時
は
緊
急
安
全
集
会
の
開
催
と
巡
回
パ
ト
ロ

ー
ル
の
回
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
就
業
会
員
の

安
全
就
業
意
識
の
向
上
に
取
組
ん
だ
結
果
、
事
故
件

数
は
二
件
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
収
束
し
な
い
状
況
下
、
会
員
の
感
染

リ
ス
ク
な
ど
安
全
就
業
面
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
事
務

局
か
ら
会
員
へ
の
情
報
提
供
及
び
マ
ス
ク
配
布
・
就

業
各
現
場
へ
手
洗
い
消
毒
液
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

安
全
就
業
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
遂
行
の

基
本
で
あ
り
、
次
年
度
も
引
き
続
き
傷
害
・
損
害
事

故
の
撲
滅
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

を
徹
底
し
、
安
全
適
正
就
業
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 ◎ 

令
和
三
年
度
事
業
計
画
概
要 

  

令
和
二
年
に
日
本
全
国
そ
し
て
沖
縄
県
内
に
蔓
延

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
石
垣
市
で
も
感
染

が
確
認
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
も

少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
令
和
三
年

に
入
っ
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
収
束
の
兆

し
が
見
え
な
い
中
で
は
で
は
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
員
が
就
業
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
加
え
て
、
社
会
参
加
を
促

す
こ
と
に
よ
り
健
康
維
持
・
介
護
予
防
を
図
り
、
元

気
な
高
齢
者
を
増
や
し
、
結
果
と
し
て
医
療
費
・
介

護
費
の
削
減
も
期
待
で
き
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
な
財
政
・
事
業
運
営
の
健
全
化

に
向
け
、
最
重
要
課
題
と
し
て
「
会
員
の
拡
大
」
及

び
「
就
業
の
拡
大
」
に
取
り
組
み
、
今
後
は
従
来
の

請
負
・
委
任
に
よ
る
就
業
形
態
の
ほ
か
、
多
様
な
働

き
が
可
能
と
な
る
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
を
積
極
的

に
活
用
し
、
派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
派
遣

事
業
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。 

 

引
き
続
き
令
和
三
年
度
も
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

会
員
・
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
行
政
や
関
係
機
関

と
連
携
を
深
め
、
就
業
機
会
の
拡
大
と
安
全
・
適
正

就
業
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
知
識
・

経
験
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
、
公
益
法
人
と
し
て
「
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、

魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
目
指
し
て

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

一
．
基
本
理
念 

 

石
垣
市
に
居
住
す
る
高
齢
者
が
自
主
的
な
組
織 

参
加
と
労
働
能
力
の
発
揮
に
よ
り
、
組
織
の
基
本 

理
念
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
も
と
に 

セ
ン
タ
ー
の
発
展
を
推
進
し
、
地
域
の
担
い
手
と 

し
て
高
齢
者
の
活
力
及
び
地
域
社
会
の
活
力
向
上 

を
目
指
す
。 
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◎ 

役
員
の
選
任 

 
令
和
三
年
定
時
総
会
終
結
か
ら
令
和
五
年
定
時 

総
会
終
結
の
時
ま
で
の
、
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
理
事
及
び
監
事
が
次
の
よ
う
に
選
任
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

理
事
長 

 
大
松 

安
元 

 

副
理
事
長 

棚
原 
長
武 

 
 

理
事 

 

下
地 
勝 

 
 

理
事 

 

中
川 

栄
治 

 
 

理
事 

 

田
村 

治
義 

 
 

理
事 

 

大
浜 

勝
彦 

 
 

理
事 

 

赤
嶺 

ヨ
シ
子 

 
 

理
事 

 

仲
大
盛 

有
貴
江 

 
 

理
事 

 

松
山 

洋
美 

 
 

理
事 

 

底
原 

欽
一 

 

 
 

理
事 

 

上
地 

美
智
枝 

 
 

理
事 

 

砂
川 

ヒ
ロ
子 

 
 

理
事 

 

平
地 

正 

 
 

監
事 

 

石
垣 

博
史 

 
 

監
事 

 

新
城 

ま
り
え 

 

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
浜 

勝
彦 

 

昔
、
八
重
山
に
は
文
芸
協
会
・
演
劇
協
会
・
音
楽

協
会
が
あ
り
、
お
互
い
協
力
し
あ
い
な
が
ら
八
重
山

の
文
化
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
き
た
と
い
う
。
現
在

は
文
化
協
会
・
音
楽
協
会
が
あ
り
、
活
動
し
て
い
る
。 

私
は
音
楽
協
会
で
郷
土
の
音
楽
家
や
作
品
の
顕
彰

活
動
を
し
て
い
る
。
昨
年
は
音
楽
協
会
十
周
年
を
迎

え
、「
音
楽
協
会
十
周
年
の
歩
み
」
の
発
刊
や
「
よ
み

が
え
れ
ふ
る
さ
と
の
歌
」
の
歌
曲
集
と
Ｃ
Ｄ
を
制
作

し
た
。 

こ
れ
ま
で
六
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
音
楽
劇
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
石
垣
市
役
所
移
転
に
向
け
て

は
「
音
楽
芸
能
館
」
の
建
設
要
請
な
ど
も
行
な
っ
た
。 

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
石
島
英
文
氏
の
音
楽

劇
「
潮
が
れ
浜
」
公
演
で
、
音
楽
の
編
曲
を
し
た
こ

と
で
あ
る
。 

英
文
氏
は
私
の
高
校
時
代
の
恩
師
で
、
文
学
者
で

あ
り
作
曲
家
で
あ
る
。
上
京
中
英
文
氏
の
詩
に
作
曲

し
て
送
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
マ
ン
ゴ
ー
の
実
」
で
先

生
の
賛
辞
を
い
た
だ
い
た
思
い
出
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

音
楽
協
会
を
通
し
て
、
島
の
歌
を
広
め
た
い
と
思

う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お 

知 

ら 

せ 

★
主
要
行
事
予
定 

 

 

◎ 

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
・
適 

正
就
業
推
進
大
会 

 

場
所 

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室 

日
時 

令
和
三
年
七
月
十
三
日 

九
時 

★
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

 
 

会
員
の
携
帯
電
話
に
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
一

斉
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。 

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
元
の
番
号 

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
楽
天
モ
バ
イ
ル 

０
５
０-

５
４
９
１-

４
１
０
５ 

・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
ヤ
フ
ー
モ
バ
イ
ル 

 
 

２
４
２
２
４
４ 

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
す
。 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
佳
境
に
入
っ
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
感
染
が
収
ま
る
気
配
も
あ
り

ま
せ
ん
。
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
ま
ま
の
状

況
で
す
の
で
、
さ
ら
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

【
編
集
発
行
】 

公
益
社
団
法
人 

 
 
 

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

〒
９
０
７-

０
０
０
２ 

 
 
 

沖
縄
県
石
垣
市
真
栄
里
４
０
２
番
地 

☎
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
８
０-

８
３-

８
４
３
９ 

☏
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
８
０-

８
３-

８
４
５
９ 

 


